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1 起業家教育プログラムの
設計・実施体制の検討 2 起業家教育プログラ

ムの実施・効果検証 3起業家教育プログラムの再設計・実施体制の再検討、再実施 4 地域農業における起業
家教育モデルの構築

農業で起業家教育をするた
めの最適な設計は？

域外大学生が継続的に関わ
るには、どのような実施体
制が必要か？

先行研究レビュー

域外大学生が継続的に起業
家教育に関わる様子は見ら
れるか？

域外大学生が継続的に関わ
る要因は何か？

起業家教育プログラムに参
加した大学生

参与観察、アンケート調査、
フィールドノーツの分析

域外大学生が継続的に関わ
るためには、どのような実
施体制が必要か？

起業家教育プログラムに参
加した大学生

参与観察、アンケート調査、
フィールドノーツの分析

農業分野における起業家教育
を、域外大学生が担っていく
ためには、どのような条件や
仕組みが必要か？

起業家教育プログラムに参加
した大学生

参与観察、アンケート調査、
フィールドノーツの分析
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鳥取県大山町にて、アクションリサーチを実施していく。
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起業家教育プログラムの設計・実施体制の検討

起業家教育プログラムの実施・効果検証

進捗１

進捗2 起業家教育プログラムの再設計・実施体制の検討

地域農業における起業家教育モデルの構築

図１：本研究における農業での「起業家教育モデル」

研究デザイン

研究背景と目的

今後の展望

・起業家教育の担い手に関する学術的背景
地域経済を支える農林水産業において、高齢
化による担い手不足が深刻であり、農業の持
続的発展を図っていくためには、担い手育成
が必要である。（農林水産省,2021）

地域の主要な産業である農業で起業家教育を
行うことは、起業家精神を養うことや自分
の将来の生き方を考えることにつながるだ
けでなく、次世代の農業の担い手育成につ
ながることも期待される。

農業高校や農業大学校などの教育機関などで、農業経
営者育成の観点から起業家教育を実施している事例は
多くあるが、域外大学生が農業分野の起業家教育を実
施する事例は見当たらない。本研究では、域外大学生
が教育を行うことで、大学で学んだ知識やスキルを
活かす実践の場として地域を機能させることが可能
であると考えたことから、域外大学生に着目する。

・農業の担い手育成の課題

・農業の起業家教育の重要性と可能性

引き続き、参与観察、フィールドノーツの作成を行い、データ分析し、大学
生が農業分野の起業家教育を担っていくために必要な条件と仕組みについて
検討し、起業家教育モデルを構築する。

第⼀回 第⼆回

実施
期間

2022.8.14-2023.3.16 2023.4.30-2023.10（予定）

参加
者数

中学⽣6名
⼤学⽣7名（⿃取⼤学、
東京農業⼤学）

中学⽣3名
⼤学⽣4名（⿃取⼤学、島根⼤
学）

内容 参加者同⼠の交流、農家
のもとでの農業実習、畑
での野菜の栽培、商品開
発など販売に向けたワー
クショップ、道の駅での
販売イベント

参加者同⼠の交流、農家のもと
での農業実習、畑での野菜の栽
培、商品開発など販売に向けた
ワークショップ、地域のイベン
トでの販売

第⼀
回⽬
との
変更
内容

・ワークショップの実施は、オ
フラインとオンラインを融合
・農業実習はなくした。
・販売は地域のイベントでの販
売に変更
・ワークショップの内容は、⼤
学⽣と共に企画に変更。

表１：第一回と第二回の起業家教育プログラム内容

RQ3 域外大学生が継続的に起業家教育に関わる様子は見られるか？
第一回目プログラムでは、鳥取大学の学生４名が継続的に参加し
た。東京農業大学の学生3名については、継続的な参加はなかった。
※1

RQ4 域外大学生が継続的に関わる要因は何か？
大学生の参加動機について、アンケート調査では、「教育や地域
について考えたい」「中学生と関わりたい」「農業について学び
たい」などの記述があった。
第二回目の参加大学生4名のうち3名は、第一回目からの継続的な
参加である。継続理由について、アンケート調査では、「去年が
楽しく、もっと深く関わりたいと思ったから」「去年より現地の
活動に参加したいと思ったから」という記述があった。

進捗3
RQ2 域外大学生が継続的に関わるためにはどのような実施体制が必要か？
活動期間中苦労したことに関して、活動後のアンケート調査では「移動手
段」「移動時間」であった。→第二回では、販売方法などを考えるワーク
ショップの実施は、オンラインを活用
※1の結果より、第二回の対象は、鳥取大学や島根大学の学生など大山町ま
で車で1時間半ほどで来れる学生を対象にした。
第一回の活動期間中、学生から「ワークショップの企画もしてみたい」「大
学生同士の学びが一番勉強になった」との発言があったため、第二回からは
大学生同士でワークショップの内容を考えてもらうことにした。

域外大学生が地域に住む中学生に対して行う農
業分野の起業家教育のあり方を検討する。

農業分野の起業家教育とは？
農業を仕事とする場合、作物の栽培・収穫だけでな
く、加工品の製造、販売・マーケティング、経営戦
略の策定など様々な仕事がある。こうした農業の可
能性を、生産から販売までの実践を通して学ぶもの
を、農業分野の起業家教育とする。


